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東南アジアなどの食品の安全•機能解析教育に関する大学間相互交流プログラム

インターンシップ
受入れ

香川県内の
食品企業の協力

香川大学農学部などでの
講義、実習

対象：米国 UCD
中国 浙江工商大学他
タイ チュラロンコン大学

カセサート大学
チェンマイ大学

インドネシア ボゴール農業大学、
ガジャマダ大学、ディポネゴロ大学
ブラジル ロンドリナ州立大学

協力：ライオンズクラブ、
三木町によるホーム

ステイの実施、
アイパル

インターンシップ
派遣

タイの大学での
食品製造実習、

ハラール研究からイスラム食品
の理解

対象：カセサート大学，
チュラロンコン大学（実習交流），

浙江工商大学，
南京農業大学（研究交流）

協力：タイ•中国の大学
スラポンニチレイ、
サイアムキング
中国キューピー

食の安全•機能性の理解

１）タイの大学での食品製造実習、ハラール
食品規制、２）工場の安全管理体制を体験。
3）安全学、冷凍食品学特論など集中講義
の履修４）地域の機能性素材とその利用

実践的食品製造教育の理解

ジュース、スナック製造、アイスクリーム製
造実習から製造現場の安全教育を学ぶ

食の異文化交流

うどん、トムヤムクンなど伝統料理を学生間
で調理し、食文化の違いを知る。

語学力の向上

TOEICの複数受験によるキャリアーアップ。

日本語、英語指導教員によるプレゼンテー
ション技法の学習

グローバルな食品産業界を理解

学生間グローバルネットワーク形成、企業との連携

自主性、主体性の涵養、語学力の向上
付帯的成果

実 施 項 目



派遣受入プログラム設計の背景１

• 日本の食の安全留学生特別コース（2009−）：企業と
のインターンシップの連携、日本語教育教師の協力

• 英語教育：学部低学年からの英会話指導、英語表現力
の指導体制が充実（2003年−）

• 食品科学領域教員(1974年以来食品学科の新設）

• 食品安全機能解析研究センター（2010−残留農薬分析、
動物飼育室など設備の充実）

• 希少糖（1975−）希少糖生産ステーションなど食品素
材製造現場がある。

教育面での素地：



タイ派遣プログラム

• １）食品の安全教育：
• チュラロンコン大学にてハラル認証制度を学び、最先端の研究を研

修し、イスラム社会の食品の安全基準について学ぶ。アレルギー食
品表示義務化へのタイ社会の現状やタイでの食の安全認証制度につ
いて食品開発研究所にて学習する。

• ２）実践的食品製造教育：
• タイの日系食品企業にて安全遵守、環境保全の実践を研修する。

タイの大学のパイロットプラントで、スナックなどの食品加工法を
実習する。

• ３）食の異文化交流：
• タイのトムヤムクン、パクタイなどの伝統料理の調理実習やうど

ん製造法の紹介を通じ、タイの大学学部生、大学院生等らと食品の
安全と食文化について討論する。

• ４）語学力の向上：
• 参加学生には、2度TOEICの受験を義務づけ、会話技術の向上を図る。

世界の食文化の違いを理解し、海外展開する日系食品企業の現状やタイの食品
産業の違いを理解する。英語を使い、人的ネットワークを形成する。



うどん製造法を英語で説明中の風景



タイカセサート大学の学生のうどん製造
実習への参加状況



スラポンニチレイフーズ

サイアムキング
タイ工場
（みりん製造）

企業訪問



中国派遣プログラム

• １）食品に関する研究交流：
• 浙江工商大学食品及び生物工程学院の大学院生と香川大学大学院生

並びに南京農業大学の同等の機関とぞれぞれの研究成果を披露し合
い、両大学の教員の研究分野を理解し、関連分野や特徴を生かした
共同研究の推進を図る。

• ２）食品製造実践教育：
• 杭州や蘇州にある食品企業を訪問し、中国に展開する食品企業の

目的、目標、現状の改善点などを見学により理解する。
• ３）食等の異文化交流：
• 日本人学生はカレーやお好み焼きを調理し、共に食し、日本の食

文化を紹介する。日本語学科の学生と交流し、両国の若者の流行な
ど興味があることを会話し、日本の魅力を紹介する。

• ４）語学力の向上：
• 参加学生には、英語によるプレゼンの他、帰国後には、TOEICの受

験を義務づけ、会話技術の向上を図る。

世界の食文化の違いを理解し、海外展開する日系食品企業の現状や中国の食品
産業の違いを理解する。英語を使い、研究交流ネットワークを形成する。



感 想

• 日本も中国も食に対する意識•関心が似ているので
はないかと考えるようになった

• 互いの研究背景・内容が「健康的な食生活」に基づ
いているように感じた

• 今回の研究交流会を通して，他の国が研究の際に注
目する点を知ることができ，今後，私たちが研究を
行っていく上で，今までにない新しい視点を得るこ
とが出来たと思う．



キユーピー（丘比）

工場見学する前に

キャップを
被る（髪の
毛を残さず
入れる）

手洗い・
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除菌

ロールでほ
こりや髪の
毛を除去

靴の裏を
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去



高田香料

分析

調合
官能評価



• １）食品の安全教育：

• 各自研究室に所属し、食品科学を専門的に理解する。食の安全教育科目「食品安全分析学
特論」の講義を受講し、残留農薬分析法を実践的に学ぶ。

• ２）実践的食品製造教育：

• 地元にある冷凍食品株式会社で2日間製造実習する。トレーサビリティーなど安全を考慮
した製造法の最先端技術を体験する。学内では、うどん製造実習と希少糖を使ったアイス
クリーム製造を学ぶ。

• ３）食等の異文化交流：

• ○うどん実習、小豆島のオリーブオイル、丸金醤油、かどやのごま油製造などの現場見学
を通じ、日本食のおいしさと伝統的な製造技術を学ぶ。

• ○町内民家にホームステイによる日本家庭を知る。

• ○和服の着付けと茶道の学習

• ４）語学力の向上：

• 農学研究科で実施中６回、日本語教師のチームの指導により、留学生向けの「基礎日本
語」科目を受講させ、ショッピングセンターで日本語を活用した買い物を行う。

留学生受入プログラム

日本の食品製造技術や食品の安全性を保証する管理体制を理解し、海外展開する日
系食品企業の現状や母国の食品産業の違いを理解する。日本語を学び、人的ネット
ワークを形成する。





留学生のコメント



派遣受入プログラム成果

受け入れプログラム
2011 14名、７大学、4カ国（UC Davis, 南京農業大学、浙江工商大学、

カセサート大学、チュラロンコン大学、チェンマイ大学、ロン
ドリ−ナ州立大学）内3名私費参加

2012 15名、8大学、5カ国（UC Davis, 南京農業大学、浙江工商大学、
カセサート大学、チュラロンコン大学、チェンマイ大学、ロン
ドリ−ナ州立大学、ボゴール農業大学））内２名私費参加

2013 22名、11大学、６カ国（UC Davis, 南京農業大学、浙江工商大学、
カセサート大学、チュラロンコン大学、チェンマイ大学、ロン
ドリ−ナ州立大学、ボゴール農業大学、ガジャマダ大学，ディボ
ネゴロ大学、中東工業大学）内6名私費参加

•派遣プログラム
2011 12名（チェンマイ大学)内0名私費参加、3名（浙江工商大学）内0

名私費参加
2012 13名（カセサート大学、チュラロンコン大学）内1名私費参加, 4

名（浙江工商大学）内2名私費参加

2013 16名（カセサート大学、チュラロンコン大学）内4名私費参加, 8
名（浙江工商大学, 南京農業大学）内4名私費参加

私費参加学生の増加：



派遣受入プログラム成果

• 海外連携大学から香川大学大学院入学
• 大学院日本の食の安全留学生特別コース（留学中に面接）入学

2012 入学生７名中4名、カリフォルニア大学、ロンドリナ州立大学、
浙江工商大学，チェンマイ大学各1名

2013 入学生３名中、タイカセサート大学1名
2014 募集５名中、インドネシアの大学1名予定

• 大学院農学研究科入学
2013 タイチェンマイ大学農学部1名（ダブルディグリー）
2014 タイチェンマイ大学理学部1名予定、中東工業大学1名予定

• 日本人派遣が海外留学、
2013 タイチェンマイ大学農学部1名（共同研究）
2013 ブラジルロンドリーナ大学農学部1名（共同研究）

• 単位互換（国際インターンシップ）
• 2014カセサート大学水産学部カリキュラム1単位参加、
• 2014カリフォルニア大学で香川大学の短期訪問を4単位認定

学生交流と単位互換、私費参加学生の増加：



学内外支援体制

• 食品の安全教育：インターンシップ担当教員の協力、味
の素冷凍食品株式会社でのインターンシップ、検便検査
教育科目の利用「食品安全分析学特論」

• 食品製造実習：地域住民の協力（味の素冷凍食品株式会
社及び小豆島内海町）2日間の作業体験と安全性の理解、
小豆島食品製造現場の見学、うどん製造業者

• 食等文化交流：地域交流会の協力（仏生山交流会、アイ
パル香川）和服の着付け、うどん研究会

• 地域住民の協力（三木町）3日間のホームステイ

• 語学：日本の食の安全留学生特別コース協力日本語教師

• 学生交流



• Facebook：
• 訪問学生相互や日本人学生とのコミュニケーションの推進、

OB,OG連絡網の形成、学生による土日の活動計画の連絡。

• Websiteの立ち上げ：

• 連携大学への交流希望学生の推薦、選抜工程の日程紹介、渡
航方法や渡航計画中の注意点の紹介、宿泊所の情報や天候の
紹介、日本人学生の紹介

• Dropboxの利用：

• 滞在中の情報、学生への周知事項など、データの共有化を図
る。

情報網の利用


